
クリ園におけるクリタマバチ寄生蜂の定着調査

クリタマバチに対する天敵調査の結果、マキノ町のクリ園では、天敵である［要約］

が存在する。現地ではチュウゴクチュウゴクオナガコバチとクリマモリオナガコバチ

オナガコバチがクリタマバチの被害を減少させており、天敵放飼の必要はない。
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［背景・ねらい］

マキノ町のクリ園では、クリタマバチの新梢被害で、年度によりクリの販売量が減少す

る（図１）。このクリ園では、これまで暦的な防除が繰り返されているために、クリタマ

バチに対する適期防除を検討する必要がある。その一方で、減農薬の防除体系の組み立て

も必要としている。減農薬の防除体系を組み立てるには、園内における天敵の有無を調べ

る必要がある。そこで園内のクリタマバチ天敵寄生蜂の発生有無を把握し、新しい防除方

法の資料とする。

［成果の内容・特徴］

①クリタマバチによる新梢被害が顕在化した2002年1月には、新梢被害を示すゴール着

生率は31.3％であったが、2003年 2月には24.1％、 2003年 12月には16.0％と減少傾向

がみられる（表１）。

②被害が多かった翌年の2002年春期の外来クリタマバチ寄生蜂チュウゴクオナガコバチ

の100ゴールあたり羽化頭数は28.5頭である。翌年の2003年春期のチュウゴクオナガ

コバチ羽化頭数は4.4頭と前年の新梢被害と連動して減少している（表２）。

③土着のクリタマバチ寄生蜂クリマモリオナガコバチは、2002および2003年春期の100

ゴールあたり羽化頭数はチュウゴクオナガコバチより低い（表２）。

④以上の結果より、対象とするクリ園（図２）における優占種はチュウゴクオナガコバ

チである。天敵の羽化頭数は前年度のクリタマバチによる被害率と連動していること

から、本クリ園のチュウゴクオナガコバチはクリタマバチによる被害を減少させる密

度で存在していると考えられる。

［成果の活用面・留意点］

①本園で天敵であるチュウゴクオナガコバチを確認できたことから、天敵を保護する必

要がある。天敵保護は減農薬管理技術の確立につながる。

②剪定枝の園外持ちだしは天敵羽化後（５月中旬頃）とし、クリタマバチ羽化期（６月

中旬～７月上旬）まで殺虫剤散布を控える必要がある。
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表2 各年度におけるクリタマバチのゴール
から羽化したTorymus属の羽化数
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図１　マキノクリ園販売量推移

（1993年の販売量を１００としたときの値）

年度 総芽数 健全芽 ゴール着生芽 ゴール着生率(%)
＊

2002年1月 720 495 225 31.3
2003年2月 514 390 124 24.1
2003年12月 775 651 124 16.0

＊
ゴール着生率＝ゴール着生芽／総芽数×100

表1　クリ園における新梢被害率


